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究(研究 1 "-' IV) から構成されており、それらによって、①個々の指の動的運動機能評価の手段としてのタッピング
課題の有用性、② 1 指と手首によるタッピング課題の違い、③指の動的運動機能と指間の独立性、④他の指と組み合
わせて運動を行った場合の動的運動機能、⑤指の動的運動機能に対する後天的訓練の影響、⑥指の動的運動機能にお
ける性差、⑦異なる指によるタッピング課題時の脳活動、③ 1 指と 2 指のタッピング課題時の脳活動を明らかにした。
方法と結果






を求めた。その結果、同じ指について比較した場合には、 1 指の課題は 2指の場合に比べてタップ間間隔が 30%程度
短く、作用力も 40%程度小さかった。また、これらの課題間では時間的指標に有意な相闘が認められなかった。示指
と中指の比較では、 1 指による課題時には示指の方が有意にタップρ間間隔が短かった。 2 指の課題においては、それ
ぞれのタップ間間隔には有意差が認められなかったが、 2 指と 1 指のタップ間間隔の比率 (2 指/1 指)を算出すると、
示指の方が中指に比べて値が大きかった。 1 指と手首による課題については、時間的・力量的指標の両方において課
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題聞に高い相関関係が認められた。しかしながら、手首による課題は 1 指の場合に比べて 15%程度タップ間間隔が短
く、作用力も 2倍程度大きかった。
研究 E では、 12 名の右利き一般成人男性を対象に、研究 I と同様の 1 指による最速タッピング課題を右手の示指、
中指、環指、小指の各指で、 2 指による課題をそれらすべての組み合わせで行わせた。各指の発揮力の測定には研究
I と同様の装置を使用した。また、タッピングを行っている指の垂直方向の運動速度と振幅をポジションセンサーに









大きくなったが、その値は能動的な場合の 3 分の 1 程度であった。
研究Eでは、 10 名の右利きピアノ熟練者とピアノ等の楽器の訓練経験のない 10 名の右利き一般成人(両群とも男
女各 5 名)を対象に、研究E と同様の 1 指による最速タッピング課題と、示指・中指、中指・環指、環指・小指の 2
指の組み合わせによる最速タッピング課題を行わせた。各指のタッピング時の時間と作用力の測定には研究 I 、 E と
同様の手法を用いた。課題終了後、被験者に課題の困難度を評価させた。また、各指と母指との間で発揮される最大








グ、⑤安静のそれぞれの課題時の脳活動を調べた。すべての課題時に 2 Hz の電子音を提示し、安静以外の課題では




次運動・感覚野、背側運動前野、側頭皮質(ブロードマンの 37 野と 41 野)、右側の小脳に活動が見られたが、環指・
小指の組み合わせでは、両側の一次運動野、下頭頂皮質(ブロードマンの 40 野)、および小脳、左半球の一次・二次
感覚野、補足運動野、腹側・背側運動前野、側頭皮質(島)に活動が認められた。次に、 1 指による課題(示指+環






少なく、その運動特性や汎用性、中枢神経系の関わりについてはほとんど明らかにされていない。そこで研究 I と IV












る情報も重要である。研究 I の結果は、 1 指および 2指のタッピング課題によって指の動的運動機能の評価が可能で































異なる指や 1 指と 2 指によるタッピング運動を制御している脳機構の違いに関する情報は極めて少ない。研究Nで

















いる。これら 4 つの研究はすべて欧文国際誌 (ExperimentalBrain Research に 2 編、 Ergonomics と MotorControl 
に各 1 編)にて掲載済み、および掲載予定のものであり、研究の独創性およびその実験方法の斬新性、考察の高水準
性は証明済みである。本論文の研究成果は、人類が長期に亘って獲得してきた手と指の機能やその制御系を知る上で
重要な基礎的資料である。
以上の理由から本論文は博士(人間科学)の学位授与に十分に値するものであると判定した。
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